
鶴ヶ島市からのお知らせ 
川越新聞記者会の皆さんよろしくお願いします 

タイトル 

広島市平和記念式典児童派遣事業の参加報告会を開催します！  

 

日時 ・ 場所 
令和６年８月２４日（土） 午前１０時から  

西市民センター 集会室 

目的・理由 

広島市で開催された平和記念式典に市内各小学校の６年生が参

加しました。 

参加児童による報告会を開催することにより、改めて戦争の悲惨

さと平和の尊さを深く認識し、未来に向かって平和な社会の尊さ

を市民に伝えます。 

事業のポイント 

鶴ヶ島市民を代表し、市内の小学６年生８名が令和６年８月６日（火）

に広島市で開催された平和記念式典に参加しました。 

 式典に参加するという貴重な体験を通して、平和に対する意識をより

一層深めることができました。 

 この事業で児童が見たこと、感じたことを市民に発表（各自の感想文、

参加者全員によるスライド制作）し、平和に対する意識啓発を行います。 

 ぜひ、お越しください！ 

そ の 他 

（特筆事項） 

⚫ 平成２３年８月４日に市制施行２０周年記念事業として開催され

た「鶴ヶ島市子ども議会」において、市内各小学校６年生の各ク

ラス代表１９名により、将来にわたり夢や希望が持てるまちづく

りの実現に向けて「わたしたちの平和宣言」が採択されました。

市ではこの誓いを真摯に受け止めるとともに、平和への意志を表

すため、平成２４年３月３０日に「鶴ヶ島市平和都市宣言」を制

定しました。平成２４年度以降、この事業については、毎年実施

しています。 

⚫ 取材を希望される場合は、８月２２日（木）正午までに下記の連

絡先までご連絡ください。 

担当部署 総務人権推進課 庶務人権担当  

連絡先 電話  049-271-1111   （内線 353） 

E-mail 10300010@city.tsurugashima.lg.jp 

 



 

 

わたしたちの平和
へいわ

宣言
せんげん

 
 

 わたしたちは、緑
みどり

豊
ゆた

かで自然
し ぜ ん

に恵
めぐ

まれた鶴ヶ島
つ る が し ま

に住
す

んでいることに

誇
ほこ

りと自覚
じ か く

を持
も

ち、輝
かがや

ける未来
み ら い

に向
む

かって「美
うつく

しいまち鶴ヶ島
つ る が し ま

」と「平和
へ い わ

な社会
しゃかい

」を築
きず

き上
あ

げることを願
ねが

い、次
つぎ

のことを誓
ちか

います。 
 

１ わたしたちは、一人
ひとり

ひとりの命
いのち

と人権
じんけん

を尊重
そんちょう

し、いじめや差別
さべつ

を

絶対
ぜったい

に許
ゆる

しません。 

 

１ わたしたちは、地域
ちいき

の絆
きずな

を深
ふか

め、人
ひと

を思
おも

いやり、助
たす

け合
あ

いながら

地域
ちいき

活動
かつどう

に積極的
せっきょくてき

に参加
さんか

します。 
 

１ わたしたちは、地域
ちいき

の人
ひと

たちと協 力
きょうりょく

して、犯罪
はんざい

や事故
じ こ

のない、子
こ

どもからお年寄
としよ

りまで安心
あんしん

して暮
く

らせるまちにします。 
 

１ わたしたちは、自然
しぜん

を大切
たいせつ

にし、緑
みどり

を増
ふ

やし、人
ひと

と自然
しぜん

が共生
きょうせい

で

きるまちにします。 

 

１ わたしたちは、目
め

に見えない「放射能
ほうしゃのう

」という怖
こわ

さをもっている

「原子力
げんしりょく

」のあり方
かた

についてみんなで考
かんが

えていきます。 
 

１ わたしたちは、戦争
せんそう

と核兵器
かくへいき

のない、誰
だれ

もが幸
しあわ

せに暮
く

らせる平和
へいわ

な社会
しゃかい

をつくります。 
 

２０１１年８月４日 

 

【市内８小学校の６年生児童代表による「鶴ヶ島市 子ども議会」において採択】 



鶴ヶ島市平和都市宣言 

 

鶴ヶ島市は、平和であることの尊さと、互いに支え合うことの大切さについて、あらためて見つめ直すと

ともに、将来に向けた平和への意志を表すため、「鶴ヶ島市平和都市宣言」を制定しました。 

 

～新たな出発点～ 

ひとつしかない命を大切にし、共に支え合うことができる平和な社会を実現していかなければなりません。 

鶴ヶ島の将来を考えていくための新たな出発点となるよう、希望あるまちづくりへの想いを「鶴ヶ島市平

和都市宣言」というかたちで表しました。 

 

～子どもたちの思い～ 

この「宣言」には、これからの未来を担っていく子どもたちからの願いや想いといった熱いメッセージが

込められています。 

市制施行２０周年記念事業として市内の全小学校の６年生が参加して開催された「鶴ヶ島市子ども議会」

では、将来にわたり夢や希望が持てるまちづくりの実現に向けて、『わたしたちの平和宣言』が採択され、

子どもたち自身が誓いをたてました。 

「鶴ヶ島市平和都市宣言」は、子どもたちの思いと、今ある平和が人々の絆のもとで成り立っている大切

さを、未来へ伝えていく強い決意として表しています。 

今後は、市民一人ひとりが国際社会の一員であるという自覚をもち、恒久平和の実現に向けた意識が、地

域社会を含め、より多くの人に広がっていくようなまちづくりを推進していきます。 

 

鶴
ヶ
島
市
平
和
都
市
宣
言 

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日 

 

 

市
制
施
行
二
十
周
年
に
あ
た
り
、「
鶴
ヶ
島
市 

子
ど
も
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
議
会
で
は
、
鶴
ヶ
島
市
の
未
来
を
担
う
児
童
代
表
に
よ
り
「
わ
た
し
た
ち
の
平
和

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
誓
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

一 

わ
た
し
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
の
命
と
人
権
を
尊
重
し
、
い
じ
め
や
差
別
を
絶
対
に

許
し
ま
せ
ん
。 

一 

わ
た
し
た
ち
は
、
地
域
の
絆
を
深
め
、
人
を
思
い
や
り
、
助
け
合
い
な
が
ら
地
域
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。 

一 

わ
た
し
た
ち
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
て
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。 

一 

わ
た
し
た
ち
は
、
自
然
を
大
切
に
し
、
緑
を
増
や
し
、
人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
ま

ち
に
し
ま
す
。 

一 

わ
た
し
た
ち
は
、
目
に
見
え
な
い
「
放
射
能
」
と
い
う
怖
さ
を
も
っ
て
い
る
「
原
子

力
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま
す
。 

一 

わ
た
し
た
ち
は
、
戦
争
と
核
兵
器
の
な
い
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会

を
つ
く
り
ま
す
。 

 

私
た
ち
鶴
ヶ
島
市
民
は
、
こ
の
誓
い
を
真
摯
に
受
け
止
め
ま
す
。 

 

平
成
二
十
三
年
三
月
の
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
甚

大
な
被
害
と
と
も
に
、
い
く
つ
も
の
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。 

 

人
は
自
然
を
支
配
で
き
ま
せ
ん
。
人
は
も
と
も
と
自
然
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た
の
で
す
。

自
然
界
に
存
在
し
な
い
放
射
性
物
質
の
拡
散
が
、
私
た
ち
の
命
と
暮
ら
し
を
こ
こ
ま
で
脅

か
す
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

 

地
域
の
絆
は
、
今
を
生
き
る
力
の
源
で
す
。
支
え
合
う
ぬ
く
も
り
の
中
か
ら
明
日
が
生

ま
れ
、
争
い
に
よ
っ
て
希
望
は
失
わ
れ
ま
す
。
最
も
悲
惨
な
争
い
で
あ
る
戦
争
と
全
て
の

核
兵
器
が
地
上
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
私
た
ち
の
願
い
で
す
。 

 

私
た
ち
鶴
ヶ
島
市
民
は
、
世
界
の
人
々
と
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
、
こ

こ
鶴
ヶ
島
市
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
「
平
和
都
市
」
で

あ
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。 


